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基
本
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
中
で
広
く

意
見
を
聞
き
、
協
議
会
と
調
査
研
究

を
し
て
い
き
た
い
。

④
関
係
権
利
者
で
構
成
さ
れ
た
事

業
で
あ
る
が
、
公
共
性
が
高
い
た
め
、

全
面
的
に
支
援
を
し
て
い
く
。

⑤
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮
し
た
快

適
な
生
活
空
間
の
創
出
や
、
野
火
止

用
水
を
生
か
し
た
小
平
グ
リ
ー
ン
ロ

ー
ド
の
整
備
な
ど
が
課
題
で
あ
る
。

浅
倉
成
樹
議
員
（
公
明
）

①
国
分

寺
駅
発
の
深
夜
運
行
本
数
を
ふ
や
せ

な
い
か
と
い
う
要
望
が
複
数
の
市
民

か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
西
武
鉄
道

に
対
し
て
、
多
摩
湖
線
及
び
国
分
寺

線
の
国
分
寺
駅
発
深
夜
0
時
台
の
便

を
増
発
す
る
よ
う
申
し
入
れ
る
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長

①
平
成
12
年
の
世
論
調
査
で

は
、
市
内
か
ら
通
勤
と
通
学
で
利
用

す
る
交
通
手
段
は
鉄
道
が
半
数
を
超

え
て
お
り
、
ま
た
、
景
気
動
向
や
雇

用
形
態
の
変
化
で
労
働
時
間
が
長
く

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
深
夜
運
行

を
望
む
市
民
が
ふ
え
て
い
る
と
考
え

る
。
今
後
、
鉄
道
事
業
者
に
申
し
入

れ
を
し
た
い
と
考
え
る
。

更
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

②
９
月
下
旬
に
オ
ー
プ
ン
の
予
定

と
聞
い
て
い
る
。

③
西
武
鉄
道
に
対
し
歩
行
者
専
用

通
路
の
設
置
等
を
要
望
し
た
が
、
合

意
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

②
環
境
に
優
し
く
健
康
に
も
寄
与

す
る
自
転
車
の
活
用
を
含
め
、
通
行

や
移
動
が
し
や
す
い
便
利
な
町
を
第

三
次
長
期
総
合
計
画
で
目
指
し
て
い

る
。
ま
た
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
改
定
の
検
討
委
員
会
で
は
、
歩

行
者
・
自
転
車
に
配
慮
し
た
道
路
整

備
等
の
改
善
を
重
点
的
に
検
討
す
る

と
し
た
た
め
、
何
ら
か
の
方
針
を
盛

り
込
み
た
い
。

え
に
立
ち
、
小
平
市
の
整
備
区
間
に

つ
い
て
一
定
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

行
う
考
え
は
あ
る
か
。

④
駅
舎
を
結
ぶ
道
路
や
駅
前
広
場
、

歩
道
橋
な
ど
へ
の
動
線
に
つ
い
て
も

東
村
山
市
と
協
議
を
し
、
交
通
弱
者

に
配
慮
し
た
整
備
を
す
べ
き
で
は
。

市
長

①
東
村
山
市
第
5
次
実
施
計

画
で
、
平
成
19
年
度
に
萩
山
駅
に
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
事
業
が
計

画
決
定
さ
れ
、
実
現
に
向
け
て
西
武

鉄
道
と
調
整
中
と
聞
い
て
い
る
。

②
東
村
山
市
の
管
理
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
今
後
の
利
用
実
態
を
見
な

が
ら
要
請
を
し
て
い
く
。

③
必
要
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
検

討
し
て
い
く
。

④
福
祉
的
視
点
に
立
っ
た
公
共
交

通
施
設
の
整
備
を
協
議
し
検
討
す
る
。

沼
団
地
へ
の
乗
り
入
れ
バ
ス
の
現
状

と
今
後
の
課
題
は
。

市
長

①
理
解
し
づ
ら
い
制
度
と
の

意
見
が
あ
っ
た
が
、
前
向
き
に
取
り

組
み
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
よ
り
具

体
的
な
説
明
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

②
N
P
O
法
人
の
運
営
方
法
、
利

用
者
数
の
見
込
み
、
運
行
ル
ー
ト
の

検
討
、
運
賃
の
検
討
な
ど
で
あ
る
。

③
市
の
責
務
は
、
地
域
内
の
生
活

交
通
と
幹
線
交
通
を
充
実
さ
せ
て
他

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
持
た
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
乗
り
継
げ
ば
市
内
の
主

要
な
と
こ
ろ
へ
行
け
る
よ
う
に
す
る

こ
と
と
考
え
る
。

④
大
沼
団
地
始
発
の
乗
客
は
多
い

と
き
で
5
、
6
人
と
聞
い
て
い
る
。

地
元
自
治
会
や
バ
ス
会
社
の
下
支
え

に
よ
り
、
運
行
が
継
続
さ
れ
る
こ
と

が
課
題
と
考
え
る
。

④
交
通
体
系
の
全
体
が
見
え
て
き

た
時
点
で
改
め
て
検
討
す
る
。

両
者
と
も
に
バ
ス
停
を
共
用
す
る
方

向
で
検
討
し
、
話
し
合
い
を
行
う
と

の
意
向
が
示
さ
れ
た
。

②
立
川
バ
ス
と
京
王
バ
ス
に
バ
ス

停
統
合
の
要
望
を
し
た
が
、
そ
の
後

話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
と
の
回
答
は

受
け
て
い
な
い
。

③
現
状
で
は
安
全
対
策
面
か
ら
も

問
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
共

用
は
安
全
や
利
便
上
か
ら
も
必
要
な

こ
と
と
判
断
し
て
い
る
。

④
早
急
に
要
望
し
た
い
。

都

市

整

備

西
武
多
摩
湖
線
・
国
分
寺
線
の

深
夜
運
行
本
数
を
ふ
や
せ
な
い
か

永
田
政
弘
議
員
（
政
和
）

①
平
成

12
年
に
あ
か
し
あ
通
り
へ
の
パ
ー
キ

ン
グ
メ
ー
タ
ー
設
置
に
関
し
て
一
般

質
問
を
し
た
際
の
、「
都
公
安
委
員

会
は
絶
対
に
設
置
で
き
な
い
と
は
断

言
し
て
い
な
い
。」
と
い
う
答
弁
と

現
状
と
に
差
は
あ
る
か
。

②
道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
影
響
は
。

③
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
内
と
あ
か
し

あ
通
り
に
パ
ー
キ
ン
グ
メ
ー
タ
ー
を

設
置
で
き
な
い
か
。

市
長

①
交
通
安
全
上
支
障
が
あ
る

と
い
う
状
況
は
変
わ
ら
な
い
。

②
駐
車
違
反
の
車
両
が
少
な
く
な

っ
た
反
面
、
運
送
業
者
等
か
ら
は
不

満
が
出
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

③
ロ
ー
タ
リ
ー
内
は
あ
か
し
あ
通

り
の
起
点
と
し
て
交
通
量
が
多
い
た

め
、
ま
た
、
あ
か
し
あ
通
り
は
車
道

の
有
効
幅
員
が
狭
く
な
る
た
め
、
路

線
バ
ス
や
交
通
安
全
の
見
地
か
ら
困

難
と
考
え
る
。

小

平

駅

周

辺

の

自
動
車
駐
車
場
に
関
し
て

立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）

①
小
川

町
一
丁
目
土
地
区
画
整
理
事
業
の
今

後
の
予
定
と
地
域
へ
の
対
応
は
。

②
区
画
整
理
地
内
の
都
市
計
画
道

路
3
・
4
・
23
号
線
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
道
路
の
検
討
状
況
は
。

③
児
童
館
併
設
の
地
域
セ
ン
タ
ー

計
画
、
プ
レ
ー
パ
ー
ク
公
園
計
画
の

進
捗
状
況
は
。

④
事
業
費
捻
出
の
方
法
は
。

市
長

①
平
成
18
年
度
か
ら
5
年
間

で
工
事
を
行
う
。
工
事
敷
地
側
に
防

じ
ん
ネ
ッ
ト
を
設
置
し
、
必
要
な
箇

所
に
は
交
通
整
理
員
を
配
置
す
る
。

②
3
・
4
・
23
号
線
は
交
通
安
全

対
策
の
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
道
路
は
機
能
確
保
が
困

難
な
た
め
、
今
後
は
生
活
幹
線
道
路

と
し
、
車
両
の
ス
ピ
ー
ド
抑
制
、
歩

道
舗
装
等
を
検
討
し
て
い
る
。

③
地
域
セ
ン
タ
ー
は
計
画
よ
り
若

干
東
側
に
変
更
す
る
。
プ
レ
ー
パ
ー

ク
は
設
置
す
る
た
め
の
検
討
を
し
て

い
る
。

④
都
と
市
の
補
助
金
、
保
留
地
処

分
金
で
賄
う
計
画
で
あ
る
。

区
画
整
理
事
業
で

地
域
は
ど
う
変
わ
る
の
か

立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）

①
当
初

の
市
で
運
行
す
る
と
の
姿
勢
か
ら
、

地
域
の
N
P
O
法
人
な
ど
に
支
援
を

す
る
姿
勢
へ
転
換
し
た
理
由
は
。

②
市
の
責
任
の
所
在
は
。

③
赤
字
が
予
想
さ
れ
た
の
に
試
行

に
踏
み
切
っ
た
経
緯
は
。

④
に
じ
バ
ス
の
新
た
な
試
行
運
行

の
調
査
・
再
評
価
を
6
か
月
と
い
う

短
期
間
で
行
う
根
拠
は
。

市
長

①
市
民
要
望
の
強
い
す
べ
て

の
地
域
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
走

ら
せ
る
の
は
道
路
事
情
や
経
費
の
面

か
ら
非
効
率
と
判
断
し
た
た
め
、
地

域
の
特
性
に
あ
っ
た
N
P
O
法
人
設

立
に
対
す
る
支
援
や
技
術
的
、
財
政

的
支
援
を
考
え
た
。

②
地
域
で
で
き
る
こ
と
に
市
が
支

援
す
る
こ
と
だ
と
考
え
る
。

③
市
の
政
策
と
し
て
新
し
い
交
通

シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
た
め
に
、
市

に
適
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
試
行
運

行
を
行
っ
た
。

④
路
線
の
若
干
の
変
更
と
料
金
の

見
直
し
で
あ
る
た
め
、
一
定
の
評
価

を
得
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

市
の
責
任
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

運
行
を
す
る
の
で
は
な
か
っ
た
の
か

斉
藤
　
進
議
員
（
フ
ォ
）

①
小
児

科
や
産
婦
人
科
の
医
師
数
と
労
働
環

境
改
善
の
必
要
性
は
。

②
看
護
師
の
配
置
状
況
は
適
正
か
。

③
医
師
が
恒
常
的
に
不
足
し
て
い

る
の
は
ど
の
科
か
。

④
労
働
環
境
に
対
す
る
医
師
や
看

護
師
の
要
望
内
容
は
。

⑤
増
改
築
工
事
以
外
の
課
題
は
。

市
長

①
8
月
1
日
現
在
、
小
児
科

医
は
7
人
、
産
婦
人
科
医
は
5
人
で

あ
る
。
常
勤
で
不
足
す
る
部
分
は
非

常
勤
医
師
か
ら
応
援
を
得
て
い
る
が
、

月
に
7
回
程
度
の
過
酷
な
宿
日
直
勤

務
が
あ
る
た
め
充
足
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

②
定
数
は
403
人
で
、
患
者
10
人
に

対
し
て
1
人
以
上
の
看
護
師
を
配
置

し
て
い
る
。
日
勤
、
準
夜
、
深
夜
の

3
交
代
勤
務
で
、
準
夜
、
深
夜
勤
務

の
合
計
回
数
を
一
定
以
下
に
す
る
こ

と
が
課
題
で
あ
る
。

③
麻
酔
科
の
ほ
か
、
小
児
科
な
ど

も
不
足
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

④
医
師
は
当
直
の
回
数
、
看
護
師

は
夜
勤
回
数
を
一
定
以
下
に
し
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
が
あ
る
。

⑤
経
営
改
善
の
推
進
、
補
助
金
の

確
保
、
小
児
医
療
受
け
入
れ
体
制
の

充
実
等
が
あ
る
。

小
林
秀
雄
議
員
（
フ
ォ
）

①
バ
ス

停
の
共
用
使
用
が
実
現
し
な
い
が
、

問
題
点
と
バ
ス
会
社
の
対
応
は
。

②
立
川
バ
ス
に
要
望
書
を
提
出
し

た
と
聞
く
が
、
回
答
内
容
は
。

③
バ
ス
停
を
共
用
使
用
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

④
再
度
、
共
用
使
用
に
つ
い
て
要

望
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

市
長

①
立
川
バ
ス
の
国
分
寺
駅
か

ら
の
運
賃
が
京
王
バ
ス
よ
り
20
円
高

く
、
値
下
げ
は
多
額
の
負
担
に
な
る

た
め
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後

上
水
南
町
の
立
川
バ
ス
と
京
王
バ
ス

バ
ス
停
の
共
用
使
用
に
つ
い
て

岩
本
博
子
議
員
（
緑
ネ
）

①
ま
ち

づ
く
り
に
お
け
る
自
転
車
の
位
置
づ

け
と
社
会
整
備
に
対
す
る
考
え
は
。

②
市
民
へ
の
マ
ナ
ー
教
育
・
啓
発

の
取
り
組
み
状
況
は
。

③
自
転
車
の
利
用
促
進
の
た
め
、

長
距
離
通
勤
者
に
は
定
期
代
に
か
え
、

一
定
の
補
助
を
す
る
制
度
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

④
放
置
自
転
車
対
策
へ
の
取
り
組

み
状
況
と
課
題
は
。

市
長

①
第
三
次
長
期
総
合
計
画
で

は
環
境
に
優
し
く
健
康
に
も
寄
与
す

る
自
転
車
の
活
用
も
含
め
、
通
行
し

や
す
く
移
動
も
し
や
す
い
便
利
な
町

を
目
指
し
て
い
る
。

②
街
頭
で
の
啓
発
活
動
や
、
市
内

各
高
校
の
協
力
を
得
た
マ
ナ
ー
向
上

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
る
。

③
補
助
に
よ
り
特
定
の
通
勤
手
段

に
導
く
の
は
困
難
と
考
え
る
。

④
平
成
17
年
度
は
9
千
8
百
32
台

撤
去
し
た
。
マ
ナ
ー
の
向
上
や
取
り

締
ま
り
の
徹
底
に
よ
り
歩
行
者
が
安

心
し
て
利
用
で
き
る
歩
道
を
確
保
す

る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

自
転
車
を
生
か
し
た

ま

ち

づ

く

り

を

橋
本
久
雄
議
員
（
緑
ネ
）

①
実
施

年
次
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

②
N
P
O
法
人
と
行
政
の
そ
れ
ぞ

れ
の
運
行
経
費
は
。
ま
た
そ
の
差
は
。

③
青
梅
街
道
幹
線
軸
の
運
行
を
バ

ス
会
社
が
担
わ
な
か
っ
た
場
合
ど
う

す
る
の
か
。

④
実
施
年
次
の
見
き
わ
め
は
い
つ

行
う
の
か
。

市
長

①
生
活
交
通
を
確
保
す
る
機

運
が
高
ま
っ
た
地
域
か
ら
N
P
O
法

人
設
立
に
対
す
る
支
援
等
を
行
い
た

い
。
順
調
に
協
議
が
進
め
ば
来
年
度

か
ら
試
行
が
可
能
と
考
え
る
。

②
N
P
O
法
人
の
場
合
は
経
費
と

運
賃
収
入
及
び
市
の
補
助
金
に
よ
り

収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
合
わ
せ
て

決
ま
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
る
。
に

じ
バ
ス
で
は
約
6
千
5
百
万
円
程
度

に
な
る
が
、
現
時
点
で
は
経
費
の
差

は
比
較
で
き
な
い
。

③
都
や
民
間
バ
ス
事
業
者
に
対
し

て
路
線
の
増
や
延
伸
を
強
く
要
望
し

て
い
き
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
新
路
線
は

実
施
目
標
の
年
次
を
明
確
に
せ
よ

佐
藤
　
充
議
員
（
共
産
）

①
市
は

N
P
O
法
人
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

タ
ク
シ
ー
の
運
行
を
支
援
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
れ
に
対
す
る
大
沼
地

域
等
の
市
民
の
受
け
と
め
方
は
。

②
N
P
O
法
人
設
立
の
具
体
的
検

討
要
件
は
。

③
市
の
役
割
や
責
任
を
ど
の
よ
う

に
明
確
に
す
る
の
か
。

④
8
月
か
ら
運
行
を
開
始
し
た
大

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
初
め

交
通
不
便
地
域
解
消
施
策
の
今
後
は

原
　
邦
彦
議
員
（
公
明
）

①
東
村

山
市
の
取
り
組
み
状
況
は
。

②
設
置
さ
れ
た
場
合
、
駅
前
の
歩

道
橋
を
含
む
整
備
等
の
考
え
は
。

③
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
考

西
武
線
萩
山
駅
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
つ
い
て

佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）

①
小
平

市
環
境
審
議
会
等
や
交
通
安
全
対
策

協
議
会
に
お
い
て
自
転
車
利
用
に
関

す
る
議
論
は
さ
れ
た
か
。

②
自
転
車
交
通
に
対
す
る
基
本
的

な
考
え
方
は
。
ま
た
、
自
転
車
交
通

を
ま
ち
づ
く
り
の
核
に
据
え
た
ま
ち

づ
く
り
計
画
は
で
き
な
い
か
。

市
長

①
審
議
会
で
は
特
に
な
か
っ

た
が
、
協
議
会
で
は
利
用
者
の
マ
ナ

ー
向
上
策
が
議
論
の
中
心
と
な
っ
て

い
る
。

小
平
版
自
転
車
の
似
合
う

快
適
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

佐
藤
　
充
議
員
（
共
産
）

①
北
口

広
場
を
開
放
し
て
ほ
し
い
等
の
市
民

意
見
が
あ
る
が
、
市
の
見
解
は
。
所

有
者
で
あ
る
西
武
鉄
道
と
交
渉
等
は

し
た
か
。

②
時
間
貸
し
平
面
駐
車
場
工
事
の

予
定
は
。

③
自
動
車
は
北
側
か
ら
出
入
り
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
通
行
者
や
商
店

街
に
対
す
る
安
全
対
策
は
。

市
長

①
駅
前
広
場
と
し
て
都
市
計

画
決
定
さ
れ
た
区
域
内
に
あ
る
の
で
、

駅
前
広
場
と
し
て
整
備
す
る
予
定
で

あ
る
。
ま
た
、
駐
車
場
に
つ
い
て
は

計
画
を
確
認
し
た
時
点
で
歩
行
者
へ

の
安
全
確
保
や
自
転
車
駐
車
場
へ
の

変
更
等
を
依
頼
し
た
が
、
計
画
の
変

こ

れ

か

ら

の

小
平
駅
北
口
広
場
に
つ
い
て

佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）

①
再
開

発
事
業
の
現
状
と
見
通
し
は
。

②
都
の
か
か
わ
り
は
。

③
こ
の
再
開
発
事
業
に
求
め
ら
れ

る
も
の
は
何
か
。

④
市
も
事
業
主
体
と
し
て
組
合
に

参
加
す
る
考
え
は
な
い
か
。

⑤
小
川
西
町
全
体
の
ま
ち
づ
く
り

の
考
え
方
は
。

市
長

①
準
備
組
合
の
設
立
に
向
け

て
権
利
者
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
年
度
中
に
は

設
立
同
意
を
ま
と
め
た
い
。

②
都
市
計
画
決
定
、
再
開
発
組
合

の
設
立
並
び
に
権
利
変
換
計
画
等
で

都
知
事
の
認
可
等
が
必
要
に
な
る
。

補
助
金
申
請
も
合
わ
せ
調
整
を
進
め

た
い
。

③
協
議
会
は
商
業
を
中
心
と
し
た

町
の
活
性
化
を
求
め
て
い
る
た
め
、

小
川
駅
西
口
再
開
発
と
小
川
西
町
の

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

一般質問

整
備
さ
れ
た
駐
車
場（
小
平
駅
北
口
）

▲

萩
山
駅
南
口

増
改
築
中
の
公
立
昭
和
病
院

▲ 市
は
公
立
昭
和
病
院
の
利
用
者
の

サ
ー
ビ
ス
水
準
を
把
握
し
て
い
る
か

医
療
・
健
康

▼


